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２０１５ ＦＩＭ トライアル世界選手権 第１戦 ストライダー 日本グランプリ 

エントリーリストおよび直前の見どころのご案内 
 

“森を走る、森で遊ぶ、森と笑う。” 森の中のモビリティテーマパーク ツインリンクもてぎ（栃木県茂木町）は

2015年4月25日（土）・26日（日）に、2輪の世界選手権の開幕戦である「2015 FIM トライアル世界選手権 第1戦 

ストライダー 日本グランプリ」を開催いたします。 

来週開幕する、トライアル世界選手権の「エントリーリスト」並びに、無料観戦セクションが追加されましたので

ご案内いたします。 

 

世界屈指のライダーが繰り出す 

信じられないテクニックの数々 
 

トライアルは、自然の地形を利用したセクションと呼ばれる指定区間をバ

イクで走りきる競技だ。そしてそのセクションで地面に足をついたり転倒した

りすると減点されるのだが、一日の減点数の合計がもっとも少なかった選手

が優勝となる。 

こうしたことから、初めて観戦するファンにとってもとても分かりやすい競技

なのだが、そのセクションを見れば、ノーミスで走りきることがどれだけ難しい

ことかが分かるはず。泥地走破や急勾配の崖を上り下りするのは当たり前、

バイクが垂直の岩をよじ登ったり、ルートが見つからない場合にはジャンプ

したりと、まさにトリッキーな動きの連続で、ファンにとっては驚きの連続とな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イメージ 

開催概要 
■大会名称 ： 2015 FIM トライアル世界選手権 第1戦 ストライダー日本グランプリ 

■開催日 ： 2015年4月25日（土）・26日（日） 

■主催 ： 一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会（MFJ） ／株式会社モビリティランド 

■冠協賛 ： ストライダージャパン 

■公認 ： 国際モーターサイクリズム連盟（FIM） 

■後援 ： 文部科学省／観光庁／栃木県／茂木町 

■協力 ： MFJ加盟団体 関東モーターサイクルスポーツ協会／エムオースポーツクラブ（M.O.S.C） 
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８連覇の強豪ボウを破るのは? 新人ブストのトライに注目!! 
 

このトライアル世界選手権で驚愕とも言える8連覇を達成したのが、Repsol Honda Teamのトニー・ボウだ。

的確な状況判断と精密機械のようなトライは、もはや芸術的ですらある。対するのは日本の元気印、フジガス

こと藤波貴久だ。チームメイトのボウとは違い、リズム感溢れる藤波のトライはワクワク感満載。トライ前の緊

張感漂う表情と、トライ後の安堵の表情がリアルに見られるのはトライアルならではのもの。そしてこのRepsol 

Honda Teamに今年、新たにティーンズライダーのハイメ・ブストが加わった。果たしてこのストライダー日本グ

ランプリでどのようなトライを見せてくれるか楽しみだ。 

そしてボウや藤波の強力なライバルがアダム・ラガだ。勝利に対する執念は人一倍

凄まじく、昨年は素晴らしい粘りを見せて最終戦までボウを苦しめた。パワフルなトライ

は観ている者を魅了するものがあり、昨年の日本グランプリではDay1、Day2ともに優勝

しており絶対の自信を持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワイルドカードの日本人勢にも大きな期待が寄せられる 
 

こうした世界最強ライダーに立ち向かうワイルドカード参戦の日本人ライダーも実力者

揃いだ。全日本トライアルでトップ2となる小川友幸（Honda）と黒山健一（ヤマハ）はとくに

注目。ヤマハは今年、全日本トライアルでファクトリー活動を

展開しているが、そのエースが黒山であり、トライアル世界選

手権で日本人として初めて優勝したライダーなのである。また、

柴田暁（Honda）、野崎史高（ヤマハ）のトライも見逃せない。

昨年の日本グランプリDay1で野崎は、小川友幸の上を行く11

位、Day2では黒山の上を行く9位となっているのだ。 

 

 

 

観戦スタイルは十人十色。アクティブ派もジックリ派も満足間違いなし 
 

ストライダー日本グランプリでは、ツインリンクもてぎのハロー

ウッズを中心に全12セクションが造られ、選手は一日に3周、す

なわち合計36セクションを走破することになる。そして2日間開催

されるので、総合計は72セクションになる。 

これだけの数のトライが観られるとなれば、観戦方法も工夫し

たいところ。Day1、Day2ともに1周目は各選手ともに慎重にセク

ションチェックをすることから時間をかけたトライとなる傾向があ

るので、応援している選手と一緒に12セクションを観て回るという

のもいい。そして2周目にはお気に入りのセクションで様々な選手

のトライを比較。3周目を終えると表彰式があるので、ポーディアム

に近いセクションで観戦するというのもいいだろう。 

トニー・ボウ アダム・ラガ 藤波貴久 ハイメ・ブスト 

小川友幸 黒山健一 

※イメージ 



 

今年はどんなセクションが待ち受ける? 

セクション監修は日本のミスタートライアル成田匠氏 
 

では、今年はどのようなセクションが待ち受けているのか、セクションコーディネーター成田匠氏が明かしてく

れた。 

 

セクション1：セクションイン直後から始まる連続

ロックは、一つひとつの岩のグリップポイントをしっ 

かりと捉えることができるかが走破のポイント。後半

の斜面は北斜面で水分の多い土質なのでトラクショ

ンも抜け易く油断できない。 

３・４・１２は観戦券がなくても観れる「フリーセクション」

 

セクション2：壁のような大岩を越えてからの複雑

なロックがライダーの行く手を阻む。前輪がスタック

しないよう後輪荷重で急斜面を登って行くテクニック

を使う。またベストラインから外れてしまった場合の

ライダーたちのリカバリーテクニックにも注目。 
 

セクション3（フリーセクション）：ハローウッズ名

物の大滝登りは、苔むして年々難易度が高くなって

きている。さらに水流も強く泡で川底が見えず、岩

が滑り易いなどの要素も相まって最難関のセクショ

ン。キャンバーターンから加速させるテクニックなど

流れのあるボディーアクションが見所。 
 

セクション4（追加フリーセクション）：ミズスマシの沢はとてもよく滑る土質の上に巨石が乗っているのでとにかく走りにくい。

セクションインして最初の岩をイメージ通りにクリアできるかがポイント。リズムが乱れてしまった場合は大量減点を避けるため

に早めに足をつくが、そのリカバリーも高度なテクニックなので足の使い方なども見所の一つ。 
 

セクション5：ミズスマシの沢の中程、斜面の上り下りと滝登りなど一見走り易そうにも見えるが実はとんでもなく滑るセクション。

テクニックを駆使しても滑ってしまうのでメンタル的にもつらい。沢スジが一番狭くなるところなので反対側の斜面の上からの観

戦がおすすめ。 
 

セクション6：池を越えてからそそり立つ2mの岩は後輪だけで越えなければならない形状でプレッシャーがかかる。後半の急

斜面は滑り易く、所々岩も顔を出しているのでトラクションも安定しないが、超人的なテクニックがここで披露される。 
 

セクション7：セクションインから1.7m近い岩を二段越えるので、かなり激しくサスペンションをボトムさせる。フレームがしなる程

当ててからのリバウンドで越えるので音も迫力満点。中盤から滑り易い岩盤のオフキャンバーが厳しく、最後は名物の助走無し

ヒルクライムだ。 
 

セクション8：間伐材を使ったインドアテイストのセクションなので、初観戦の方にも見易い設定。中盤の巨木登りは滑り易いの

で絶妙な加速が求められる。終盤の岩盤は、傾斜は緩いがとにかく滑るので気が抜けない。 
 

セクション9：名物大岩盤のアップダウンは砂がのって滑り易い。グリップ重視で後輪へ荷重をかけ過ぎると傾斜がキツいので

前輪がまくれてしまう。ほどほどにグリップさせつつ空転させて登るテクニックと失速しかけた時のリカバリーテクニックはコア

ファン必見だ。 
 

セクション10：連続するステアケースは崩れ易い岩盤層で、ライン上には常に砂利が浮いている。120%のオーバーアクション

で不意のトラクションロスに備えつつクリアを目指す。 
 

セクション11：滑り易い北斜面に複雑に配置された御影石。中盤まではラインが読めるが、終盤のロックは複雑でラインも読

みにくく厳しい。超人的走りが見れるかもしれないセクションで、ここもコアファン必見だ。 
 

セクション12（フリーセクション）：久しぶりに復活した和風庭園セクション。コースをなぜ庭園にするかと言えば、イギリス発

祥のトライアルは本来美しい自然の中で美しい走りを競う清々しいスポーツ。マシンの性能やテクニックだけでなく、草花や木々

の香りを感じながら大地を噛み締めるように走ることを目指している。そのようなトライアルの魅力を凝縮した最終セクション、ラ

ストの大谷石の枯れ滝登りは難関だ。 
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エントリーリスト 

 
Bib Riders Nat. Bike  Category Team 

1 BOU TONI ESP MONTESA 311cc WORLD REPSOL HONDA TEAM 
2 RAGA ADAM ESP GAS GAS 300cc WORLD GAS GAS FACTORY  
3 CABESTANY ALBERT ESP SHERCO 290cc WORLD SHERCO FACTORY 
4 FAJARDO JERONI ESP BETA 300cc WORLD BETA FACTORY 
5 FUJINAMI TAKAHISA JPN MONTESA 311cc WORLD REPSOL HONDA TEAM 
6 DABILL JAMES GBR VERTIGO 300cc WORLD VERTIGO FACTORY 
7 CASALES JORGE ESP BETA 300cc WORLD BETA FACTORY 
8 FERRER ALEXANDRE FRA SHERCO 300cc WORLD SHERCO FACTORY 

11 BROWN MICHAEL GBR GAS GAS 300cc WORLD JST GG UK 
15 BUSTO JAIME ESP MONTESA 311cc WORLD SPEA RFME 
16 KADLEC FRANZ GER BETA 300cc WORLD ----- 
18 OGAWA TOMOYUKI JPN HONDA 321cc WORLD HONDA RACING 
19 NOZAKI FUMITAKA JPN YAMAHA 300cc WORLD YAMAHA FACTORY 
20 KUROYAMA KENICHI JPN YAMAHA 250cc WORLD YAMAHA FACTORY 
21 OGAWA TSUYOSHI JPN BETA 300cc WORLD ----- 
22 NOMOTO YOSHIAKI JPN BETA 300cc WORLD ----- 
23 SHIBATA AKIRA JPN HONDA 300cc WORLD ----- 
24 SAITO AKIO JPN HONDA 287cc WORLD ----- 
25 SATO YUKI JPN HONDA 290cc WORLD ----- 
26 SUNADA MASAHIKO JPN HONDA 290cc WORLD ----- 
27 KIRA YUYA  JPN GAS GAS 300cc WORLD ----- 

31 
CARLES DE CAUDEMBERG 
QUENTIN  

FRA BETA 300cc CUP ----- 

32 NOGUERA ORIOL ESP MONTESA 280cc CUP SPEA RFME 
34 GELABERT MIQUEL ESP SHERCO 280cc CUP SPEA RFME 
35 LOCCA FILIPPO ITA BETA 300cc CUP ----- 
36 FARRE ARNAU ESP GAS GAS 300cc CUP GAS GAS FACTORY  
37 PRICE JACK GBR GAS GAS 300cc CUP JST GG UK 
38 BULLOCK DECLAN GBR BETA 300cc CUP ROUNDHOUSE BETA 
39 BOLT BILLY GBR OSSA 300cc CUP ----- 
40 HIPPEL TIMMY GER BETA 300cc CUP ----- 
41 PEACE DAN GBR GAS GAS 300cc CUP JST GG UK 
42 SCHIEK ROBERT GER BETA 300cc CUP ----- 
43 COLAIRO TEO FRA SCORPA 300cc CUP ----- 
44 PRETALLI NOÉ SUI JTG 300cc CUP ----- 
45 RIBA MARC ESP BETA 280cc CUP ----- 
46 PETRELLA LUCA ITA GAS GAS 300cc CUP ----- 
47 BINCAZ BENOIT FRA SCORPA 300cc CUP SCORPA FACTORY 
48 ISOGAYA AKIRA JPN BETA 300cc CUP ----- 
49 MATSUURA TSUBASA JPN HONDA 290cc CUP ----- 
50 KOTANI KAZUKI JPN GAS GAS 250cc CUP ----- 
51 OKAMURA MASATOSHI JPN GAS GAS 300cc CUP ----- 
52 TAKEI MASAYA JPN HONDA 280cc CUP ----- 
53 CHATAGNO GAËL FRA SHERCO 300cc CUP ----- 

71 VARIN MAXIME FRA SCORPA 125cc 125 ----- 
72 FIOLETTI MARCO ITA BETA 125cc 125 ----- 
73 OKI YUYA JPN BETA 125cc 125 ----- 
74 OKAMURA YUKI JPN GAS GAS 125cc 125 ----- 
75 ONUMA YUKI JPN BETA 125cc 125 ----- 
76 KURAMOCHI AKITO JPN GAS GAS 125cc 125 ----- 

78 ONODA MIZUKI JPN GAS GAS 280cc INTER ----- 
79 MORIYA ATSUSHI JPN SHERCO 300cc INTER ----- 

 

 

※2015年4月16日現在 
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 ［価格はすべて税込です］チケット情報 

 

●子ども観戦料金無料！ 

●全3ラップで行われるトライアルの最終ラップをご観戦いただける「ファイナルラップ観戦券」を当日券として発売！ 
※ファイナルラップ観戦券：ワールドクラスの先頭ライダーが3ラップ目の競技を開始した時点で、ご入場いただける観戦券です。 

 

■前売観戦券（２日通し券）  

大人（高校生以上） 子ども(中学生まで） 

４，２００円 無料 
 

※お子様のレース観戦は、観戦券をお持ちの大人の方のご同伴が必要となります 

 

■前売駐車券 

４輪 

北エリア 南・東エリア 
２輪 

各１，５００円 無料 
 

※観戦には別途観戦券が必要です 

※2.5m×5.0mの駐車区画内であれば、大型車、キャンピングカーも駐車いただけます 

※北エリア駐車券をお持ちの方は、北ゲートより、南・東エリア駐車場をお持ちの方は南ゲートよりご入場ください 

 

 

■当日券 

当日観戦券 当日駐車券  

大人 

(高校生以上） 

ファイナルラップ観戦券

大人（高校生以上） 

子ども 

（中学生まで）
４輪 ２輪 

4月25日（土） ５，２００円 ２，０００円 ２，０００円 

4月26日（日） ５，２００円 ２，０００円 
無料 

２，０００円 
無料 
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チケット販売窓口 券種によってお取り扱いのない窓口もございます

■ＭＯＢＩＬＩＴＹ ＳＴＡＴＩＯＮ （オンラインショップ） 
ＰＣ      http://mls.mobilityland.co.jp 

モバイル http://mls.mobilityland.co.jp/mobile 
4月19日(日) 24:00まで販売（24時間受付） 

プレイガイド、コンビニエンスストア、店舗 ４月２４日（金）まで販売 
●ローチケ.com ●チケットぴあ ●e+ ●Hondaウエルカムプラザ青山 ●道の駅もてぎ（栃木県茂木町） 
●かましんもぴあ店（栃木県茂木町） ●STEP-１（栃木県茂木町） ●道の駅はが（栃木県芳賀町） 
●ローソン ●セブンイレブン ●ファミリーマート ●サークルＫ・サンクス ●鈴鹿サーキットレースチケットセンター 

※上記のコンビニエンスストアでは一部取り扱いのない店舗がございます。 

■ツインリンクもてぎチケットセンター 窓口販売 4月24日（金）17:00まで販売（営業時間内） 

■ツインリンクもてぎチケットセンター 電話販売 
0285-64-0080 

4月19日（日）17:00まで販売（営業時間内） 
 

 

■チケットに関するお問い合わせは．．．ツインリンクもてぎチケットセンター 0285-64-0080 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


